
数 問

数 学
2025 年 度（前期）

注 意

1. 「解答はじめ」というまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2. 問題は 1冊，解答用紙は 3枚である。白紙は問題冊子の中にはさみこ
んであるので，引き抜いて下書き用紙として使ってよい。

3. 全部の解答用紙に受験番号を書くこと。受験番号は次の要領で明確
に記入する。

（例） 受験番号 80001番の場合 −→ 8 0 0 0 1

4. 解答は解答用紙の所定の位置に書くこと。他の所に書くと無効にな
ることがある。

5. 書き損じても，代わりの用紙は交付しない。

6. 試験終了後，問題冊子と白紙は持ち帰ること。
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1 　正の整数 nに対し，nの正の約数の個数を d(n)とする。たとえば，6の
正の約数は 1，2，3，6の 4個なので，d(6) = 4である。また，

f(n) =
d(n)√

n

とする。

(1) f(2025)を求めよ。

(2) 素数 pと正の整数 kの組で f(pk) ≦ f(pk+1)を満たすものを求めよ。

(3) f(n)の最大値と，そのときの nを求めよ。

2 　座標平面上に原点を中心とする半径 3の円C1がある。また，直線 x = 2

上の点 Pを中心とする半径 1の円をC2とする。

(1) C1とC2が共有点を 2つ持つような Pの y座標の範囲を求めよ。

(2) C1と C2が共有点を 2つ持つとき，その 2つの共有点を通る直線を ℓ

とする。ℓに関して Pと対称な位置にある点をQとする。ただし，P

が ℓ上にあるときは Q = Pとする。Pの y座標が (1)で求めた範囲
を動くとき，点Qの軌跡を求め，図示せよ。

3 　 等式
6

∫ 2

0

x2 − a dx = a2 − 2a+ k

が成り立つ実数 aがちょうど 4つ存在するような実数 kの範囲を求めよ。
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4 　 原点を O とする座標空間内の 2 点 A(0, 3, −5)，B (5, −2, 10) に対
して

−→
OP = s

{
(1− t)

−→
OA+ t

−→
OB

}
, s ≧ 0, 1

5
≦ t ≦ 3

5

で定まる点 Pが存在する範囲をDとする。Dに含まれる半径 10
√
2の円

のうち，その中心と原点との距離が最小となるものをCとする。円Cの中
心の座標を求めよ。

5 　 5 点 A，B，C，D，E が下図のように線分でむすばれている。点
P1, P2, P3, · · · を次のように定めていく。P1 を Aとする。正の整数 nに
対して，Pnを端点とする線分をひとつ無作為にえらび，その線分の Pnと
は異なる端点を Pn+1とする。

A B

C

E

D

(1) PnがAまたは Bである確率 pnを求めよ。

(2) Pnが Aまたは Bであるとき，k = 1, 2, · · · , nのいずれに対しても
Pk = Eとはならない条件付き確率 qnを求めよ。
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